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峰揮 満 (農水省 ･生物資源研)
9.ニホンザルの集団遺伝学
野揮 謙 (京都大 ･霊長研)
10.カニクイザルの種内遺伝分化









世話人 :庄武孝義 ･竹中 修 ･川本 芳 ･
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世話人 :三上章允 ･久保田 競･林 基治･
藤田和生
木研究会は,前年度まで行われた計画研究課題
｢謡長類の視覚と高次視覚情報処理機構の研究｣
のまためとしておこなわれた｡また,たまたま.
その前の週に開かれた教育研究学内シンポジウム
に出席のため来日していたジョン･オールマン教
授にも研究発表をしてもらった｡オールマンは.
大脳の拡大のかなりの部分が白質の拡大であるこ
とを示した｡また.チトクローム酸化群素でよく
染まる部分は明るさの知党を担っている部分であ
るという新しい仮説を示した｡有岡は.前頭眼野
への入出力経路の解析から前頭矧 こおける階層的
な信号伝達経路について考察し,2つの蛍光色素
を用いた2重染色のデータについても紹介した｡
田村は,サル第一次視覚野の特徴抽出細胞の刺激
選択性形成において抑制性伝達物質であるGABA
が重要であることを示した｡揮井は,サル網膜の
耳側と鼻側の支配領域がそれぞれ反対別に多少侵
入しているがその分布に非対称性があり,両眼視
の機構と関係していると指摘した｡中村は,側頭
極に小数の視覚刺激を呈示したときにのみ周期的
活動を示すニューロン活動があることを示し,覗
覚弁別や記憶過程との関連を指摘した｡長田は,
リスザルに見られるヘビへの恐怖心が,母親の影
響無しにも引き起こされるデータを示した｡
(文責 :三上章允)
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